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問　

昨
年
８
月
、
山
口
県
知
事
は
、

中
電
に
対
し
て
２
０
１
９
年
７
月
ま

で
延
長
を
決
め
、
上
関
原
発
計
画
を

前
に
進
め
た
。
ま
た
、
上
関
町
で
は

県
道
光
〜
上
関
線
を
町
道
に
格
下
げ

し
、
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

上
関
原
発
は
、
日
本
で
唯
一
「
新

規
」
の
建
設
計
画
で
あ
る
。
伊
方
原

発
は
、
広
島
高
裁
が
今
年
９
月
30
日

ま
で
運
転
禁
止
の
決
定
を
下
し
て
い

る
が
、
電
力
会
社
は
再
稼
働
さ
せ
た

い
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
大
島
か

ら
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
町
民
の
生

命
・
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
、
町

長
は
反
対
表
明
を
す
る
べ
き
だ
。

答　

一
義
的
に
は
上
関
町
の
判
断
が

尊
重
さ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
町
民

の
安
心
安
全
が
保
た
れ
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
６
月
、
周
防
大
島
町
議

会
が
全
会
一
致
で
採
択
し
た
意
見
書

に
は
、「
安
全
性
の
確
立
さ
れ
て
い

な
い
上
関
原
発
建
設
は
認
め
ら
れ
な

い
」「
新
た
な
原
発
建
設
を
凍
結
し
、

循
環
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と
」
な

ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
私
は
、
こ
れ

と
同
じ
考
え
で
あ
り
、
こ
れ
に
同
意

す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

１
月
11
日
に
起
き
た
水
道
管
の

破
断
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
問
う
。

　

今
回
の
よ
う
な
破
断
事
故
が
起
き

た
場
合
の
対
策
と
し
て
、
町
は
３
つ

の
案
の
い
ず
れ
か
を
考
え
て
い
る
と

表
明
し
て
い
る
。
ど
の
方
法
を
と
る

に
せ
よ
、
そ
れ
に
よ
り
今
で
も
高
い

水
道
料
が
さ
ら
に
高
く
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

答　

事
故
原
因
は
柳
井
地
域
広
域
水

道
企
業
団
が
製
造
元
に
検
査
を
依
頼

し
、
原
因
推
定
の
取
り
ま
と
め
中
で

あ
る
。

　

非
常
時
の
飲
料
水
は
、
山
口
県
大

島
防
災
セ
ン
タ
ー
に
飲
料
水
を
備
蓄

し
て
い
る
。
町
内
各
所
の
防
災
倉
庫

に
池
や
川
の
水
を
浄
化
し
て
飲
み
水

と
し
て
使
用
で
き
る
装
置
を
整
備
し

て
い
る
。

　

３
つ
の
方
法
の
う
ち
、
①
大
島
大

橋
の
下
に
も
う
１
本
送
水
管
を
設
置

す
る
方
法
は
大
島
大
橋
の
安
全
性
の

問
題
②
海
底
送
水
管
の
布
設
は
数

十
億
円
の
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
③
町
内
の
水
源
を
維
持
管
理
す
る

に
は
、
初
期
投
資
と
維
持
管
理
費
が

必
要
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
独
立
採
算
制
の
経
営
を
圧

迫
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
水
道
料
金

に
は
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
思

わ
れ
る
。

問　

町
の
水
源
を
維
持
す
る
に
は
ど

れ
ぐ
ら
い
の
予
算
が
必
要
か
。

答　

旧
水
源
の
復
活
に
は
、
１
箇
所

当
り
、
初
期
投
資
と
し
て
約
１
，

６
０
０
万
円
、
維
持
管
理
費
に
年
間

約
40
万
円
か
か
る
。

問　

他
の
２
つ
に
比
べ
る
と
安
い
方

法
だ
が
、「
責
任
水
量
制
」を
や
め
、
国

や
県
か
ら
の
助
成
を
求
め
て
い
け
ば

財
政
的
に
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

す
で
に
県
か
ら
は
助
成
を
も
ら

っ
て
い
る
。

　
「
責
任
水
量
制
」
は
、
建
設
当
時

か
ら
の
取
り
決
め
で
あ
り
、
や
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

砂田雅一議員

上
関
原
発
建
設
計
画
・
伊
方
原

発
再
稼
働
に
反
対
の
表
明
を

送
水
管
破
断
事
故
の
原
因
と
　

災
害
時
の
水
対
策
に
つ
い
て

平成23年6月16日に周防大島町議
会が議決した意見書の政府等への
要請項目は次の通りです。

国のエネルギー政策に
対する意見書
（要請項目のみ）

　政府、国会、山口県に対し次の
ことを強く求めるものです。

１ 　安全性の確立されていない上
関原発建設は認められない。

２ 　国際的な安全基準を早急に作
成して国民に示すよう求める。

３ 　既存の原発の総点検をおこな
うこと。

４ 　2030 年を目途とする新エ
ネルギー政策を大幅に見直し、
新たな原発建設を凍結し、循環
再生エネルギー、自然エネルギ
ーへ転換していくこと。


